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よさの地域デザイン会議
まとめ

令和4年7月

与謝野町企画財政課

資料６
【参考】



　よさの地域デザイン会議

　年齢、性別、居住地区、肩書などが異なる多様な住民が参加して、「持続可能なまちづくりにおける公
共サービスのあり方、それに必要な公共施設のあり方」について、対話により多彩なアイデアや提案を収集
する

住民基本台帳から無作為抽出した方から公募！ 2



　会議運営の特徴

設置地域 参　加　者 ファシリテーター 

加　悦 １８名（男：１０名、女：　８名） 京都産業大学現代社会学部
　　教授 滋野 浩毅 氏 

岩　滝 １９名（男：　９名、女：１０名） 福知山公立大学地域経営学部
　　教授 谷口 知弘 氏 

野田川 ２０名（男：　７名、女：１３名） 一般社団法人 地域問題研究所
　　理事長　青山 公三 氏 （京都府立大学名誉教授）

全体会 福知山公立大学地域経営学部 准教授 杉岡 秀紀 氏 

特徴１：専門家からの情報提供
　専門家や行政から対話の基礎となる情報を提供してもらいます。
基礎知識が無い方でも対話に公平に参加できます。

特徴２：少人数による対話・複数の結論
　少人数で対話を行い、テーマごとにメンバーを変え、多彩なアイ
デアや提案を出し合いながら複数の結果が導き出されます。最終
的には、いくつかの結果に整理できます。

特徴３：結果の公開
　対話の結果を整理し広く公開することで、公正・公平・信憑性
を確保します。
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　よさのデザイン会議

公共施設の総数を減らしながら
公共サービスの質の維持･向上

目指す方向性
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　会議経過

 8月22日（日） 
13時30分～15時30分 キックオフミーティング（オンライン） 背景、目的、現状の共有

10月 8日（金） 
19時～21時 第1回岩滝地域

公共サービスの利用圏域 10月 9日（土） 
13時30分～15時30分 第1回野田川地域

10月12日（火） 
19時～21時 第1回加悦地域

11月 1日（月） 
19時～21時 第2回野田川地域

公共サービスの機能の組み合わせ 11月 2日（火） 
19時～21時 第2回加悦地域

11月 5日（金） 
19時～21時 第2回岩滝地域

11月21日（土） 
13時30分～15時30分 中間全体会 各地域の進捗共有

12月 6日（月） 
19時～21時 第3回野田川地域

地域や民間事業者による公共施設の新
しい使い方 

12月 8日（水） 
19時～21時 第3回加悦地域

12月10日（金） 
19時～21時 第3回岩滝地域

 3月20日（日） 
13時30分～15時 最終全体会（オンライン） 全体共有 5
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意見の整理

　よさの地域デザイン会議は、加悦地域、岩滝地域、野田川地域ごとに開催し、「利用圏域」、「集約・複合化」、
「サービスの担い手」をテーマに意見を出し合い、最終的に加悦地域４班、岩滝地域３班、野田川地域４班の
計11班で意見整理が行われましたので、様式は決められていたものの班ごとに異なる整理となっています。

　なお、7ページでは、すべての会場で意見整理の様子を見てきた企画財政課の文責により、11の班の意見のうち
概ね方向性が一致する意見を整理したものです。



①役場庁舎は一つにし、地区公民館の機能を充実
②公共サービス（手続き）のオンライン化
③地域公共交通の利便性の向上

【地区公民館】
　・地域コミュニティの拠点
　・防災拠点
　・保健・医療、子ども、高齢者
　・役場出張サービス
　・ミニ図書館、図書の返却
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※本イメージは、令和3年度に開催した「よさの地域デザイン会議」において出されたご意見のうち、概ね方向性が一致する意見を企画財政課でまとめたものです。 7



班別意見の整理結果（加悦地域）
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・行政窓口は、町に一つに集約する（行政機能の集約化には地域交通の利便性の向
上と手続きのオンライン化が大前提）。

・行政機能だけでなく、民間の商業施設等との複合的な施設とするなど、人が集ま
る施設の整備を進める。
・子供の遊び場や地域コミュニティの拠点は地域に残す。

・魅力的な施設が点在しており、線でつなぐと新たな価値が生まれる可能性が大い
にある。行政・民間が協働して、今ある施設に磨きをかけ、ヒトやお金が還流する
仕掛けをつくる。

・地区公民館に、いろいろな機能を付加していく（例えば、防災拠点や図書館機能
など）。 9



・地域公民館を拠点に、各種サービス（保健・医療、高齢者、子育て）を受けられ
るよう集約する。

「方法」　協働：民間直営は現実的には不可能と考えられるため、職員派遣など
（出張サービス）の行政支援によりサービス低下を抑止しつつ、旧町や全域にある
同機能施設を統廃合させる。

・図書館、スポーツ施設、集会所（大）については、利便性向上を前提とし全町域
で一つの施設に集約する。

「方法」　協働→民間直営：いきなり民間直営施設とするのは困難であるため、将
来的な展望（期間など）として民間直営運営に切り替えていく。指定管理施設とし
て施設を維持管理し、一定期間内に民間直営運営に変更する。 10



・地区公民館の機能を拡充・活発に！
従来の機能に加え、人が集まることができる憩いの場として。
・教育施設は下校時以降の時間帯で学童サービスを！
・行政窓口は町域に一つとし、オンライン申請で対応できる体制を整える。
・文化的施設で不動産そのものが文化的なものは現状維持。

・グラウンド、図書館、大規模集会所等は民間の力を取り入れながら経営的視点で
運営できるよう集約する。
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・施設の集約や統合には、公共交通の整備とオンライン化が必須。

・役場庁舎は一つに集約：住民票、所得証明、納税証明等の窓口業務を公民館やコ
ンビニで発行できるようにする。
・公民館機能の充実：行政窓口機能、防災拠点、高齢者の集いの場など

・公共施設の利用：全施設のオンライン予約を可能とする。

・小中学校の統廃合：将来的には小学校は旧町に1校、中学校は町に1校。子どもの
居場所（学童やスポーツなど）を組み込む。
・産業、観光施設：民間に任せる。 12



班別意見の整理結果（岩滝地域）
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・行政窓口の集約（オンライン申請、出張相談等でフォローアップ）

・地区公民館の充実（サービスの複合化：役場窓口の出張所、高齢者や子供の集ま
る場所など）→民間の力も活用
・小中学校は将来的には集約（町内の子どもが極端に減少した場合）
・文化的施設（イベント施設、体育施設、図書館等）の複合化→民間の力も活用

・阿蘇シーサイドパークに道の駅や、カフェなどの商業施設を複合化→公設民営

・全体を通じて個人情報を扱うサービス以外の部分については、民間の力を活用し
て行く余地がある
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・行政窓口の利便性の向上(コンビニやオンライン等で申請できるような仕組み作り)

・交通の利便性の向上(採算の取れそうな地域においては民間による運営とし、難し
い地域においては行政が運営する必要がある。この際、高齢者等に対する割引支援
などを町が行えば高齢者も利用しやすく民間も参入しやすい。)
・防災拠点運営における民間・住民の参入(各地区における独自運営を増やす。)

・多世代間交流施設の充実(公民館等を活用し、高齢者から子どもまでの広い世代が
コミュニケーションをとれるだけでなく、働けるような施設にすることで、住民に
とっての居場所兼収入を得られる場所となる。)

・学校の図書館の蔵書が古く、更新されていない。多世代間交流施設に機能を統合
してはどうか。他にも運動できるスペースや公園などもあれば利用者も増える。15



・庁舎一本化（窓口に係るコストを削減する。また、サービスを下げないようコン
ビニ対応やオンライン化など利用しやすくする。）

・総合的な複合施設の設置（図書館や子育て支援センターなどを集約し、集客が見
込める利便性のよい施設とする。）
・医療関係施設の集約（健診など医療関係の施設をまとめ集約する。）

・小中学校の集約（子どもの人口が減少した場合）
・保育園の民営化（旧町で各１施設へ）
・子どもの居場所づくり（公園を大きさに分けて活用方法を見直す。）

・人口増加を目指す。（施設の統廃合や合理化と並行して人口を増加させる取り組
みを実施する。） 16



班別意見の整理結果（野田川地域）
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・旧町区域で子どもの居場所を中心にサービスを複合化する。（子育て支援セン
ター、こども園、小学校、グラウンド、体育館、高齢者の集う場）

・地域の身近の拠点として地区公民館を充実させる。（季節を限定した学童保育や
キッズステーション、おじいちゃんおばんちゃんがキッチンでお弁当作り）
・図書館は集約して、移動図書館やタクシー活用で貸出サービスを充実させる。

・庁舎は一つに出張サービスによる窓口業務で充実するほかオンライン申請も。
・公園を民間直営にしてグランピング（キャンプ）やイベントなどに活用する。
・駅を拠点とした集約。（駅、カフェ、高校生の地域活動拠点、公園）

・文化や芸術の発表の場として小規模のものは公民館、大規模のものは全町域に一
つ大規模集会場を利用する。 18



・音楽ホールや文化、芸術のための施設は、近隣市町に一つだけというような思い
切った統合も必要。→大きく統合できれば利益も出やすいため、民間企業による運
営も視野に入ってくると思う。

・各地区にある公民館を行政窓口、図書館の窓口に利用する。→庁舎の一本化や、
図書館の統合に繋がる。

・民間企業による運営を実現できればメリットは大きいが、現存する与謝野町の施
設で収益を得ることは困難だと思う。
・少しでも個人情報を扱う施設は、しっかり行政運営としてほしい。
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・役場は町の真ん中に一つ。地区公民館やコンビニで簡易な交付手続きができるよ
うに。
・こども園や小学校は旧町単位に１つ。ただし小学校にスクールバスは必須。
バス運営は民間で、コミュバスに混乗するなど日中も無駄にならないような活用を。
・空いた小学校は、カフェや図書室、子育て支援センター等を兼ね備え、
子ども～高齢者の居場所を確保しつつ、民間の力で自由に使ってもらっては。

・公園やカフェの併設など、民間や地元の力で与謝野駅も居場所の一つに。
・スポーツができる場所（グラウンド・体育館）は旧町単位で。

・空いた学校のグラウンドの活用はできても、体育館はサイズが小さいので兼ねら
れないのではないか。 20



・庁舎は１つにし、スーパーやコンビニ等、人が集いやすい場所にも行政窓口を
・子育て関連、幼児が遊べる小さな公園は近くにあった方がよい
・民間・NPOの協働により地区公民館を運営
防災拠点や小規模な文化・芸術の場としても活用
・高齢者関連施設については、送迎を伴うサービスは旧町区域でよいのでは

・図書館は１つでよい　オンライン予約も可とし、公民館やスーパー等複数箇所に
受取りの場を設ける

・庁舎やスーパー、公民館等、足を運びやすい場所で買い物・ATMなど日常に利用
するサービスの複合化を
・スポーツ施設のナイターは２ヶ所に集約を　操法訓練は日程を調整し順番に使用21



　よさの地域デザイン会議においては、班ごとに意見の整理を行いましたが、同会議に参加いただいたメンバーの意
見をよりお伺いするために、個人の意見として任意で意見を募集（2021.12.20-2022.1.6）したところ、11名
の方から提出がありました。

　加えて、よさの地域デザイン会議で整理した11班の意見を公表したのち、同会議のメンバー以外からも広くご意
見を伺うため、同じ様式により「私の提案」として募集（2022.3.20-2022.4.4）したところ、1名の方から提出
がありました。
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私の提案



岩滝地域、男性

23



野田川地域、男性
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加悦地域、男性
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野田川地域、男性
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野田川地域、男性
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加悦地域、男性
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岩滝地域、女性
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野田川地域、女性
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加悦地域、男性
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加悦地域、女性
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加悦地域、男性
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野田川地域、男性
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